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1. はじめに

　東日本における重要な火山灰鍵層の一つに，御岳第一テ

フラ（On-Pm1）がある。本研究では，諏訪盆地西部（岡谷

市西部）において，その高度分布を調べた結果を発表する。

2. 高度分布状況

　図1に，On-Pm1 の露頭を確認した地点を示し，その次

の表1に，それぞれの標高を示す。

表1. 御岳第一テフラ（On-Pm1）の高度分布

地図

記号

On-Pm1 の露頭位置 標高

（m）

A 勝弦峠の北西 380 m 1020

B 塩嶺林間工業団地の東入り口 958

C 岡谷工業高校グラウンド西斜面 894

D 立正閣の裏 140 m 859

E 川岸上2丁目の天狗社 862

F 花岡城址の西 170 m 803

On-Pm1 の分布高度が，盆地北西部へ向かって増している

ことが分かる。これは，盆地北西部の隆起運動を反映して

いるものと思われる。ただし，C 地点がある小丘は西方か

らの地すべり地形の可能性があり（井口，2015），もしそ

うならば，C 地点の元の分布高度は，さらに高くなる。

　On-Pm1 露頭の緯度，経度，標高データを，グラフ作成

ソフト gnuplot で 3 次元化にしたのが，図 2 である。

盆地の北西部へ向かって，On-Pm1 の高度が増しているイ

メージがつかめる。

B，C 地点の On-Pm1 の高度が，A 地点に比べて相対的に

低いのは，B，C 地点付近を通ると思われる糸魚川－静岡

構造線系の活断層の影響があるかもしれない。事実，B 地

点（図 3）では，On-Pm1 を切る多数の正断層（最大落差 

5 m ）が認められている（井口，2013）。
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図1. 御岳第一テフラ（On-Pm1）露頭の位置．

（背景地図は，国土地理院の電子国土 Web シ

ステム提供．

図2. On-Pm1 分布の 3 次元グラフ

図3. B 地点で見られた On-Pm1 を切る正断層群．


